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人権推進課
Tel（740）1150消費生活センターだより 生きる

消費生活センター
Tel（740）1167

　最終回にあたって、川西の皆さんへの、私の思いを２つ。
　１つは、おとなこそ楽しんで生きてほしいということ。皆
さん、日々、楽しんで生きていますか？どんな状況にあって
も、心惹

ひ

かれるものを見つけて愛
いと

おしむ気持ちを忘れないで
下さい。皆さんには、おとなとして、自然体で、でも大いな
る気概を持って、生きるのって悪くないなと思える後ろ姿を
子どもたちに見せてほしいと思います。私も、忙しい移動中
にふと見上げた空の、白とグレーの雲間からほんの少しのぞ
く澄み切った青の美しさに心打たれ、しばし立ち止まってし
まう、そんな自分であり続けたいと思います。
　２つ目は、子どもを信じて待ってほしいということ。子ど
もに限らず、人は、やりたいことや、自分でやると決めたこ
とは、無理強いされなくてもやり通せるものです。その子の
興味のあることは何でしょうか？ 目標は？ おとなにできる
のは、子どもの様子からそれらを見つけて示唆したり、本物
を見せたりすること、そして何より、自分のやりたいことや
目標を見つけたおとなである我々のリアルな生きざまを背中
で見せることではないでしょうか。
　自分を、そして相手を大切に扱い、自分が好きなこと・大
切だと思うことに楽しく取り組むおとな。その姿を子どもた
ちに背中で示し、子どもを「信じて待つ」ことができるおと
な。私自身、そうありたいと思います。川西の皆さんに愛を
込めて。１年間、ありがとうございました。

（弁護士・元川西市子どもの人権オンブズパーソン　勝井 映子）
【人権標語入賞作品「その言葉　言ってもいいか　見直そう」

小学校 6 年】

生きるのって悪くない、と思える
背中を子どもたちに

おとなこそ楽しんで生きてほしい

事例１　自宅ポストに「排水管高圧洗浄キャンペーン」のチ
ラシが入っていた。通常は３～５万円程度かかるが期間限定
の地域一斉集中工事なので 3,000 円と格安でできると書いて
ある。市と関係がある工事なのだろうか。（70 歳代　男性）
事例２　電話で排水管洗浄を 2,000 円ですると勧められたの
で依頼した。洗浄後「風呂の排水管に穴が開いている。汚水
升もひびが入っている。すぐに直した方がいい」と言われ、
排水管と排水升の交換工事を 20 万円でする契約をした。翌
日信頼できる他業者に見てもらったら、まだ大丈夫だと言わ
れた。解約したい。（60 歳代　女性）

　事例１のチラシは下の方に小さな字で「１箇所 3,000 円と
なります」「本キャンペーンは、官公庁との関係はございま
せん」と書いてありました。市などの公的機関を思わせるチ
ラシに注意し、安易に申し込まないようにしましょう。
　事例２は、点検商法といわれるものです。契約後３日目の
相談だったので、クーリング・オフ（無条件解約）をはがき
で通知するよう助言しました。
　投げ込みチラシや電話などで、無料や格安の排水管洗浄を
勧められるといった相談が増えています。事例２のように洗
浄後に不安をあおるようなことを言って、必要のない高額な
契約を勧める場合があります。排水管洗浄はそれぞれの建物
により状況が異なるため、定期的に排水升を点検したり、水
の流れ具合をチェックしたりして、洗浄が必要かどうかの判
断をしましょう。困った時や不安に思った時は消費生活セン
ターに相談してください。

次々と契約を勧められる場合も
契約は慎重にしましょう

格安の排水管洗浄に注意

人権啓発シリーズ

食と育つ

レシピ　大阪青山大学教授　藤原政嘉さん

●材料（４人分）
春菊
ベーコン
香辛料（練りからし・柚子こしょうなど）
▶おでんのだし（他の具材も含めて４人分）
　和風だし汁（昆布・かつおなど）
　薄口しょうゆ
　酒
　みりん
　塩

熱量（１人分）：145㌔㌍、塩分：1.1㌘
●作り方
❶春菊をきれいに洗い、さっと茹でて水気を切る。６～７㌢
に切りそろえる。
❷①を８等分する。
❸８等分した春菊の１つをベーコン１枚で束ねて、ほどけな
いようにようじで留める。これを８個作る。
❹煮立ったおでんのだしの中に③を入れて、ベーコンに火が
通る程度に煮る。香辛料を好みで添える。

いつものおでんにもう１品

春菊のベーコン巻

健康づくり室
Tel（758）4721

　400㌘
８枚（120㌘）

適量

１㍑
大さじ２
大さじ１
大さじ１
小さじ１

おとなも子どもも

Toning自分で自分の身体を整え
10年先の健康につなげる

大
切
な
ん
で
す
。
姿
勢
を
見
直
し

て
し
っ
か
り
筋
肉
を
使
っ
て
歩
く

と
、
筋
ト
レ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
有

酸
素
運
動
が
同
時
に
で
き
ま
す
」

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
の
講
師
に
登
録
。
同
講
座

市
民
編
は
、市
民
活
動
セ
ン
タ
ー・

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
登
録

グ
ル
ー
プ
が
市
民
講
師
に
な
っ

て
、
専
門
知
識
や
優
れ
た
技
能
を

生
か
し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。

「
今
年
度
は
３
回
行
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
が
60
人
以

上
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
ね
。
教
え
る

立
場
で
は
あ
る
ん
で
す
が
、
得
る

も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

正しい身体の使い方を知ることが大切
たくさんの人に伝えたい
健康づくりのきっかけに

「
も
と
も
と
は
、
プ
ロ
の
フ
ラ

メ
ン
コ
舞
踊
家
時
代
に
得
た
技
術

と
体
験
か
ら
考
案
し
た
フ
ラ
メ
ン

コ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
い
う
の
を

や
っ
て
い
て
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
の
講
座
に
講
師
と
し
て
呼
ば

れ
た
ん
で
す
。参
加
者
が
多
く
て
、

同
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
こ
れ
で
終
わ

ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
グ

ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
ま
せ
ん

か
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
ね
」
そ
う
話
す
の
は
同
セ

ン
タ
ー
登
録
グ
ル
ー
プ
「
フ
ェ
リ

ア
フ
ラ
メ
ン
カ
川
西
」
の
大
重
美

幸
さ
ん
。

「
当
時
は
踊
り
色
が
強
か
っ
た

ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
悩
み
や
要

望
を
取
り
入
れ
て
い
く
う
ち
に
、

健
康
を
メ
イ
ン
に
誰
も
が
楽
し
ん

で
で
き
る
よ
う
に
と
方
向
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
ん
で
す
」

フ
ラ
メ
ン
コ
の
要
素
を
残
し
つ

つ
、
正
し
く
歩
き
な
が
ら
腹
筋
や

背
筋
を
鍛
え
て
、
筋
肉
を
つ
け
る

方
法
を
学
ぶ
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
と
い
う
今
の
形

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
歳
を
重
ね
る
と
、
腰
や
ひ
ざ

な
ど
の
痛
み
に
悩
む
人
が
増
え
ま

す
よ
ね
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
動

け
る
身
体
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
身
体
の
こ
と
を
知
り
、
そ
の

使
い
方
や
鍛
え
方
を
知
る
こ
と
が

参画と協働の芽 参画協働室
Tel（740）1600

講
座
で
は
、
メ
ン
バ
ー
み
ん
な

で
話
し
合
い
、
指
導
に
あ
た
る
そ

う
で
す
。

「
人
に
教
え
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
再
確

認
で
き
ま
す
。
何
よ
り
人
に
喜
ん

で
も
ら
え
た
り
、
役
に
立
て
る
と

い
う
こ
と
で
、
も
っ
と
知
り
た

い
、
続
け
た
い
と
い
う
意
欲
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」

自
分
の
身
体
を
知
り
、
整
え
方

を
知
る
こ
と
が
10
年
先
の
健
康
に

つ
な
が
る
と
大
重
さ
ん
。

「
今
は
こ
の
活
動
の
裾
野
を
広

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
を
増
や
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

29 2016.03

市民活動センター登録グループ
「フェリアフラメンカ川西」　大重美幸さん


